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平均値 標準偏差 F値 有意差
外向性 2.93 0.53
情緒不安定性 2.93 0.6








































0 1 2 3 4
図１　外向性群におけるSD得点の
平均値のグラフ（N＝56）
0 1 2 3 4 5
図２　情緒不安定性群におけるSD得点の
平均値のグラフ（N＝149）
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図４　誠実性群におけるSD得点の
平均値のグラフ（N＝6）
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図６　５次元の性格傾向におけるSD得点の
平均値のグラフ（N＝290）
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図５　調和性群におけるSD得点の
平均値のグラフ（N＝46）
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松本：女子大学生における非行少年の更生に対するイメージと性格の関連
には「容易な～困難な」が，最も得点の低
いものには「危ない～安全な」の形容詞対
が入っていたことから，性格傾向に関係な
く非行少年の更生について，難しく且つ危
険を伴うというイメージを持っていると考
えられる。
Ⅳ　考察
１．結論
　本研究は，女子大学生において，性格傾
向の違いにより非行少年の更生に対するイ
メージに差が見られるのかを明らかにする
ことを目的に質問紙調査を実施し，性格傾
向と非行少年の更生に対するイメージ間に
おける関連性は見られないという結論を得
た。
２ ．５次元の性格傾向におけるSD得点の
平均値
　５次元それぞれの性格傾向における SD
得点の平均値を見た結果，非行少年の更生
に対する形容詞は主に「難しく，危険が伴
う」，「動きに富んでいる」，「遅いが，力の
ある」，「消極的」，そして「緊張した」が
得られた。特に外向性群・情緒不安定性
群・調和性群において，非行少年の更生に
は困難や危険，緊張感が伴うというイメー
ジをもつと推察される。なかでも誠実性群
に所属する人にとって更生には消極的なイ
メージがあるものの，動きに変化が生じや
すく，特に開放性群においては，更生に時
間はかかるが力はあるというイメージを持
つと考えられる。
３．有意差が得られなかった要因
　本研究の目的は，女子大学生において性
格傾向の相違により非行少年の更生に対す
るイメージに違いがあるのかを明らかにす
ることであった。この目的に対して，性格
傾向と非行少年の更生に対するイメージの
間に有意差が確認できないという結果を得
た。このように，有意差が得られなかった
要因として主に２点挙げることができる。
　第１の要因は，形容詞対の選出を上手く
行えなかった可能性がある点である。本研
究における形容詞対は，Osgood らの研究
により基本的な尺度に整理された中でも最
も重要とする，評価性，力量性，活動性の
３種類に属するものであり，且つこれまで
の研究において，３種類それぞれにおいて
代表されるものを最低１つは含むように選
出を行った。そのため，形容詞が抽象的と
なり，非行少年という刺激語との結びつき
をイメージしづらかったのではないかと推
察する。
　第２の要因は，研究協力者内における性
格傾向の分類に偏りが見られた点が挙げら
れる。特に情緒不安定性群と誠実性群にお
いて，前者が149人であったのに対し後者
は６人と，顕著な偏りが見られた。これら
のことにより，検定の結果にも影響したの
ではないかと推察する。
４．今後の課題
　本研究における今後の課題として，①非
行少年の更生に対するイメージを，例えば
身体的特徴といったように，いくつかの特
徴に基づく領域を設けることでより具体的
な形容詞対を選出すると共に，それに対し
て因子分析を行うことで更に形容詞対を抽
出する必要性が挙げられる。②また，性格
傾向に偏りが見られた点については，私立
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の女子大学生にのみ調査をしたため生じた
可能性も考えられる。そのため，今後は複
数の大学で調査を行う必要がある。
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